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ＪＲ東労組  業務部 

■生産年齢人口の減少は、ＪＲ東日本も無縁ではなく、影響を受ける。社員確保が求められる 

■採用者の確保が難しく、駅の収入の窓口で収入確保の技術力維持も重要 

■社員同等かそれ以上の実績がある。新入社員教育など、正社員以上の技術力がある。 

■（最大 5年間）の蓄積された技術力の流出を防ぐべきである。 

■社会人採用試験で合格した人が、プロフェッショナル採用として活躍していることから

も、即戦力である。 

■営業のエキスパートとして、グリーンスタッフ正社員化が必要である！ 

業務委託によって技術力が落ちてい

る。駅は顔であり、お客様の対応に奮

闘している。努力に報いるべきだ！ 

新線開業等でより安定輸送が求めら

れる。その原動力は、組合員のモチベ

ーションにある。満額回答を求める。 

裏方として安全輸送を担っている。異

常時の早期復旧訓練等を行い、判断力

を養っている。充分な設備投資を！ 

業務を安全かつ確実に進めている。今

回のダイ改は最大規模だ。優秀な人材

確保のため、満額回答を求める！ 

研修等で人が少ない中、会社施策を進

めているが、担当業務以外も調整しな

がら奮闘している。 

各工事事務所は世代交代を中堅社員

が教育の中心にいる。将来にわたる経

営基盤つくりのため満額回答を！ 

全青年部員で「要求実現」に向けた

メッセージ行動を取り組んできた。

優良企業に相応しく満額回答を！ 

全国の 4割以上の病院が臨床分野の

基準を満たしてない中、レベルの高

い医療提供を目指し奮闘している。 

◇グリーンスタッフが職場で果たしている役割は認識している。 

◇正社員登用制度を設けているので、引き続きやっていく。 

◇培ったスキルを活かすという意味では、グループ会社で発揮することもある。 


